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研究成果の概要（和文）：　20人弱の日本のインド政治・社会研究者がインドにおける州への分権化・自治の進
展について共同・分担して分析を行った。その研究結果は2014年度アジア政経学会西日本大会で発表するととも
に同学会誌『アジア研究』第62巻第4号に特集として掲載され、インド政治が一国家の枠内にありながら州を単
位とした比較政治の対象でもありうること、また政治的に進展した分権化が全国レベルでの緩やかな統合を可能
にしていることが、インド研究の政治学全体への貢献として提示できることが示された。
　この成果はインドの「社会経済変化研究所」で国際セミナーを開催することでインド国内にもインパクトを与
え、今後の国際共同研究に道を開いた。

研究成果の概要（英文）：Nearly 20 Japanese researchers on Indian politics and society jointly but 
separately analyzed the Indian development of devolution of power and state autonomy.  Some results 
of research were presented at the Western Congress of 2015 Japan Association of Asian Studies and 
later published in 62-4 of its academic journal, Asian Studies, in which Indian politics is argued 
not only as a national politics but also as the comparative politics between its composite states.  
Thus, its devolution of power to the state level, a development politically achieved by the people, 
made it possible to attain loose but stable national integration, which can be understood as a 
contribution of studies on Indian politics to the political science in general.
This result had a great impact on Indian researchers through the international seminar held at 
Institute for Social and Economic Change, Bangalore, and thus paved the way for the further studies 
through international joint research in the future.
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１．研究開始当初の背景 
28 の州と７つの連邦直轄領からなる
連邦国家インドは、1980 年のインディ
ラ・ガーンディー政権による部分的な自
由化を経て、1991年の経済自由化宣言を
大きな契機に、従来の国家主導の社会主
義的計画経済体制から転換した。インド
経済は徐々に自由化されて世界経済との
繋がりを深め、21世紀に入ると貿易依存
度の増大などグローバル化の影響がマク
ロ経済データに顕著にみられるようにな
った。 
 しかしグローバル化の影響や変化は決
して一様ではなく、外国資本の流入量や
州政府の経済政策など州ごとに大きく異
なっている。言語を基準にして編成され
ているインドの諸州は、経済環境や社会
構造、政治状況がそれぞれ異なっている
ため、グローバル化という単一のインプ
ットに対するアウトプットが州ごとに多
様になっているのである。 
 インドの政治的・経済的抬頭にともな
い、インド地域研究は国内外において近
年急速な進捗をみせている。その中で、
現代インド地域研究の分野で世界的な研
究水準をリードするためには、インド政
治社会の重要な構成要素である州の詳細
な分析に基礎をおく必要がある。また、
人口数千万人から最大２億人弱の巨大な
人口を擁するインド諸州は、その人口規
模もさることながら、文化や言語、経済
環境などが極めて多様であるがゆえに、
その包括的・総合的な分析を行うために
は、それぞれの州を専門とする多数の研
究者による長期的な共同研究が不可欠で
ある。 

 
２．研究の目的 
インド州政治に着目して以下の３つの課
題を達成する。 
（１）グローバル化が地方政治に与える
影響の多様性とその要因を明らかにする 
（２）インド全 28 州の政治・経済・社
会構造の特質と共通点を明らかにする 
（３）州の政治経済的発展経路の分類を
行い、インド地方政治の分析モデルを導
出する 
 それに加えて、本研究は比較地方政治
研究の非欧米的モデルとして政治学の理
論的発展にも裨益するものであり、日本
を含む様々な国における地方政治とグロ
ーバル化の関係を、より普遍的に考察す
る視点を提示する。 

 
３．研究の方法 
 本研究では、インド全 28 州を分析対象
として網羅的にとりあげ、グローバル化が
各州の政治に与えている影響について比較
分析を行う。一方で各州政治をグローバル
化にともなう経済・社会構造の変動と関連

づけて検討し、他方では州間比較を行うこ
とによって、グローバル化が州政治（地方
政治）を変化させたメカニズムと各州固有
の政治・経済・社会構造を解明する。 
 
４．研究成果 
インド政治が一国家の枠内にありながら
州を単位とした比較政治の対象でもありう
ること、また政治的に進展した分権化が全国
レベルでの緩やかな統合を可能にしている
ことがインド研究の政治学全体への貢献と
して提示できることが、研究成果として示さ
れた。これはインド・バンガロールの「社会
経済変化研究所」で国際セミナーを開催する
ことでインド国内にもインパクトを与え、今
後の国際共同研究に道を開いた。 
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